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谷口 このセッションでは、「アジアの変

化に日本はどう向かい合うべきか」という

テーマで、議論を行いたいと思います。こ

のテーマ自体が非常に語義矛盾というか、

あたかも日本はアジアではないかのごとき

設定になっていて、アジアの変化に日本が

向かい合うことがどれほど難しいかという

ことを物語っているような感じがしないで

もありません。そこには、地政学的な問題

もあると思います。柳井さんは冒頭で「日

本は現在の超大国のアメリカと未来の超大

国の中国と付き合う」とおっしゃいました

が、これはまさに地政学的な意味を含んだ

提言です。この「中国とアメリカの間に挟

まれている」という日本のジオポリティカ

ルな位置に関して、どのようにお考えにな

りますか。

榊原 日本の地政学的な位置から議論を

するのは非常に面白いと思います。日本は

ユーラシア大陸の縁辺の小さな島で、ちょ

うどイギリスと対照的なポジションです。

イギリスはヨーロッパの一部で、EUには

参加していますし、いずれユーロにも参加

するでしょう。ただイギリスはヨーロッパ

の中で一番アメリカと近い国です。日本も、

恐らくそういう形になるのが一番望まし

い。イギリスがヨーロッパであるように、

日本はアジアの一員であるということを意

識した上で、アメリカとの友好な関係を保

つのが望ましいと思います。ところが、こ

れが今、逆になっています。私は決して反

米的ではありませんが、イギリスが自らを

EUの一員だと思っているように、日本は

まず、自らをアジアの一員だと考え、その

上でアメリカとの良好な関係を維持してい

くのが良いと思います。日本にとってこれ

は最も難しい問題のひとつだと思いますけ

れど、私は、軸足をアジアのほうに向けて

いくべきだと思います。今まで軸足がアメ

リカのほうに向き過ぎていたということを
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考慮すると、そういうポジションがまず必

要です。アジアにおけるイギリスのような

ポジションです。アジアにおけるイギリス

というのは、イラク攻撃をアメリカと一緒

にしようという意味では決してありません

から、そこは誤解のないように。

安斎 私の考えもほとんど同じです。榊

原さんはイギリスを例に挙げましたが、大

陸の西と東ではだいぶ違います。気候も西

側にあると温暖ですが、東側にあると厳し

い。中国とアメリカとの関係については、

地政学的に言えばわれわれはアメリカより

も中国に近いのですが、政治的に言えば、

少なくとも当面、われわれはアメリカから

離れることはできないわけです。しかし、

「巨象も流砂に倒れる」という警告もある

ように、アメリカはどうもそういうふうに

動き出しかねないという感じもある。最近

の事情を見て私は心配していますし、そう

いう動きが重なった場合には、アメリカと

の関係はやはり変わっていくでしょう。し

かし当分は、やはりアメリカを中心として、

ものを考えなくてはならない。

これからの日本の在り方を考える場合、

私は韓国の人たちの生き方に注目していま

す。韓国もアメリカとの関係を大切にはし

ていますが、考え方はわれわれとかなり違

い、やはり大陸諸国の一部という感じです。

それに対してわれわれは海に囲まれてい

る。異民族から襲われたことがないので、

非常に甘さがあると思うのです。韓国では

国民の個々人が、「このグローバル経済化

の中でどう生きていくか」ということを7

～8年前から議論していた。学校教育まで

含めてだいたいの方向が決まり、小学校3

年から英会話、パソコン教育を行っていま

す。これは日本よりかなり早い段階です。

さきほども柳井さんの話に出てきたよう

に、われわれは子供の教育、あるいは企業

の中での社員教育も含めて、教育の在り方

として「世界の中でどう自立していくか」

ということを、基本として教えることが大

事だと思うのです。

私は今、中国の台頭を軸とした動きには、

例えば工場が行ってしまって、わが県が大

変だとか、マクロ的にも大変だというふう

に、あまり神経質に思わないほうがいいと

思います。われわれがこの日本の発展を願

うのは、中国の発展を願うのとほとんど同

じになってきています。日本企業の工場が

向こうに行くだけで恐怖感を覚えています

が、全然違うのです。中国が発展すれば、

日本から中国に向かう輸出も随分あり、両

立ちでどんどん大きくなる可能性がある。

あるいは東南アジアに行った日本の工場か

ら、加工された製品が中国に行くこともあ

ります。ここでアジアの大きな地域が、経

済が発展する基盤がどんどん出てきていま

す。これが現実の話であり、その動きは認

めなくてはならない。しかし、それを外交

でなんとかできるとか、何かを取り持つとか、

そんな大それた意識を持たないほうがいいと

思います。それだけの外交能力は日本には全

然蓄積されてはいませんから。

谷口 どうもありがとうございます。あ

えて要約するまでもありませんが、もうお

気付きの通り、日本人のパネリストの方々

は、端的に言いますと、眼鏡を掛け替えろ
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とおっしゃっているのだと思います。心の

中の革命から始めないと、アジアと付き合

うなんてことはできないし、それは実は一

刻の猶予もない。今からでも始めなければ

ならないというように、まとめられるので

はないかと思います。ケナックさん、冒頭

のお話にもあったように、日本には確かに

いくつも良くなった点もありますが、では

なぜ日本の経済は、この10年こんなに停滞

しているのでしょうか。

ケナック 私はエコノミストではないので

すが、まず基本的に日本が考えていかなけ

ればならない点は2つあるのではないかと

思います。まず、大きな資産バブルの崩壊

から立ち直ること。これには少し時間がか

かるでしょう。そして、一般的に言って、

日本がこれからまだ考えていかなければい

けない問題としては、消費をいかに刺激し

ていくかだと思います。つまり、消費者の

信頼が十分に回復し、消費が拡大するまで

は、基本的な経済成長のパターンに変化が

起こるのは無理ではないかと思います。冒

頭のスピーチでいろいろな傾向が変わって

きていると申し上げたのですが、それには

これまで少し時間がかかり過ぎているので

はないかと思います。日本人の多くは、振

り返ってみて、「いくつかの行動はとった

が遅きに失した」ということに気付いてい

ると思います。安斎さんもおっしゃったよ

うに、不良債権の問題も完全に解消されて

いませんし、まだやらなければならないこ

とがたくさん残っています。それを克服す

るためには、ひとつには強い意志、決断力

が必要です。難しいことを決断して前に進

むためには、強い意志が必要なのです。

多くの企業がそれを実行していますが、

一般的に言って、利益を回復するために必

要なら思い切った手立てをとることに、企

業がもう少し自信を持つことが必要でしょ

う。市場は低迷しています。みんな「どう

してこんなに長い間株価が低迷しているの

か」と疑問に思っています。市場というの

は企業の利益を反映しているのです。投資

家は利益が上がっている会社に投資する機

会を探しています。取引所を見てみますと、

東証でも記録的に業績を伸ばしている企業

がたくさんあります。もちろんそれは、簡

単にできたことでも運が良かったというこ

とでもありません。他と違った経営をし、

難しい中を切り抜けてきたからこそ成功し

ているのです。非常に難しいことですが、

株価が好転しない理由のひとつはここにあ

ると思います。「利益を追求する」という

企業の根本的な動機が今よりもっと強くな

らない限り、市場は好転しないでしょう。

これまでお話した通り、いろいろな良い変

化も起きていますが、本来あるべきスピー

ドよりも遅いのです。それがバブル崩壊か

らの回復に非常に時間がかかっている理由

のひとつではないでしょうか。

アジアに向かい合う根本の哲学は何か

谷口 ここからは3人のコメンテーターの

方にも参加していただいて、質疑応答を活

発にしていこうと思います。3人ともアジ

ア戦略会議のメンバーで、周さんは1988年

に中国から来日されて以後、日本や諸外国
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を行ったり来たりしながら、多面的に日本

とアジアを見る機会を積んでこられまし

た。加藤さんは、皆さんもご承知の通り、

現在東京三菱銀行で顧問をなさっています

が、財務官当時はタフ・ネゴシエーターと

してアメリカ人にも一目も二目も置かれて

いた方です。初期のウッドロー・ウィルソ

ンスクールというプリンストン大学の優秀

な卒業生でもありまして、アメリカとの付

き合いのみならずG7、G8の場、あるいは

アジアの財務官会合などでも、さかんに

ネットワーキングに努めてこられた方で

す。それからイェスパー・コールさんは、

皆さんもご承知の有名なエコノミストで、

85年に来られてから日本の変遷をワン・

クール以上見てこられました。

まず私から質問の口火を切らせていただ

きます。それは、榊原さんが最初におっ

しゃった「これからの世界の経済システム

はネットワークになる」という点です。そ

してそのネットワークの中心を、榊原さん

はあえてアメリカやEUに言及せず、中国、

インド、東欧、ロシアとしました。これを

聞いて何かお感じになったことがあるかど

うかです。では、コールさんからお願いし

ます。

コール 私はドイツ人でヨーロッパ人なの

ですが、榊原さんのネットワークについて

の指摘はその通りだと思います。ただし、

みんな「ネットワークはいい、ネットワー

クを作りましょう」と言うのですが、では

ネットワークの哲学、ネットワークのコン

テンツ、ネットワークの質は何なのでしょ

うか。これについては、やはり日本とアジ

アの関係と、ドイツとヨーロッパの関係と

を比較することが、非常に大事なのではな

いかと思います。ドイツは第二次世界大戦

が終わったすぐ後に、ネットワークではな

く、まず哲学をつくりました。これは、

「ヨーロッパ地域で絶対に戦争が起こらない

ような構造をつくらなければいけない」と

いう哲学です。これがヨーロッパ統合の原

点だったわけです。だから、ネットワーク

をつくることには私も賛成なのですが、で

は日本とアジアの根本的な哲学は何なのか、

というところに私の疑問があるわけです。

谷口 榊原さん、どうでしょう。

榊原 これは非常に難しい問題です。や

はりヨーロッパ統合というのは、ひとつの

哲学があった独仏同盟が中心ですよね。そ

れから「アメリカに対するカウンター・

ベーリング・フォースを作る」という哲学

があって、50年もかかってヨーロッパ統合

ができ、ヨーロッパ共通通貨ができたとい

うことです。さきほど私は、日本をヨー

ロッパと比較するため、イギリスの例を出

しました。くるくる定義を変えて申し訳あ

りませんが、イェスパー・コールさんの今

の話に対応して言うと、アジアの歴史にお

けるフランスとドイツにあたるのは、やは

り日本と中国だと考えます。白村江の戦い

というのが663年ですから、あれから何回、

われわれは中国と戦争しているのでしょう

か。蒙古襲来があり、豊臣秀吉が明と戦い、

日清戦争がありました。恐らく第二次世界

大戦も、シナ事変から始まっていますから、

これも日本と中国の戦いですね。ですから、

日本と中国というのは千数百年このかた、
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あるときは協調し、あるときは戦い、今で

もネガティブなレガシー、遺産を抱えてい

ますから、やはりアジアの協調のひとつの

軸になるのは、日本と中国の協調だと思い

ます。千数百年に及ぶ一種の戦争と協調の

歴史からもう一度、日中協調によって新し

いアジアを作っていくことが大切だと思い

ます。もちろんASEANもインドも非常に

大事ですが、コールさんのコンテクストに

入れて考えると、やはり独仏が日中という

ことになるのではないかと思います。

谷口 そうなると、周さんに議論を振り

たくなるのですが、その前に加藤さんにひ

とつだけ聞かせてください。ご在任中に、

アジアの金融当局と関係を作るのに随分苦

心されましたね。その際に何か日本側に欠

けているものや、あるいは、こうしておけ

ば良かったというような反省点や、実務の

中で感じられたことがあれば、2、3、共有

させていただけますか。

加藤 そうですね、そのときに一番考え

たのは、まず為替の安定を図る。それから

金融機関同士がお互いの国へ進出して、金

融業務活動が円滑にできるように協力し合

おうということでした。今振り返ってみま

すと、アジア全体の金融市場をどういうふ

うにして育てていくのかという問題意識を

持って、もっと議論したほうが良かったの

ではないかと思います。それから、コール

さんの哲学の話になるのですが、アメリカ

人やヨーロッパの人と東アジア経済圏の話

をすると、必ずそういう問題に立ち返って

くるのです。振り返ってみると、やはり日

本人にしても中国人にしても、経済的な実

利で結びつくことが一番の機軸になるし、

それはできるのではないかと思います。

「共通の歴史、共通の哲学がないからまと

まりを欠く」というのは、やはりコールさ

んなりの、ヨーロッパの目から見た感じで

はないかと思います。アジアからはもう少

し違った切り口で努力してみる必要があ

る。そのことは、アジアの人たちはみんな

感じているのではないかと思います。

谷口　ただ、それは自然に起きるプロセス

ではないですよね。自覚的な努力としては、

どのようにしていけばいいのでしょうか。

加藤 それこそ後で登場される深川先生

の分野になりますが、例えば今、FTAの

ネットワークを中国とASEANでつくろう

としていますし、日本も日・シンガポール

を拡大して、ASEANと日本との連合協定

みたいなものをつくろうとしています。そ

うなると絶対に中国、日本、韓国の間でも

ということになります。それがタイム・ス

ケジュール通りに10年でまとまれば、東ア

ジアを包摂するような自由貿易圏になって

いきます。そうなると、お互いの投資環境

を改善しようといったことに、おのずから

歩みが進んでいくのではないかと思いま

す。中国もこれから他のアジアの地域にか

なり資本進出してくると思いますから、ま

すますアジアは結びつきが深くなっていく

のではないかと思います。

経済システムを作り直す努力を

怠っている

谷口 周さん、日本と中国が2000年間戦っ
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てきたという話も出ましたし、イェス

パー・コールさんから独仏の哲学の話も出

ました。それにも触れていただいて結構な

のですが、その前に伺いたいのは、柳井さ

んがおっしゃった日本人の人間像について

です。これは極めて過激な人間像で、言っ

てみればどこに1人で置いていかれても

食っていけるという、ロビンソン・クルー

ソーみたいな人間像ですよね。こういう人

間に日本人はなれるのか。中国人というの

は一体どういう人間なのか。そこからコメ

ントをしていただけますか。

周 現在の日本人は1840年に起こったアヘ

ン戦争後の中国人とよく似ていると私は思

います。と言うのは、この十数年間、日本

はストック（資産）に対する神話を持ち過

ぎてきたのです。社会においても家庭にお

いても個人においても、ストックを持って

いれば大丈夫だという認識が根強くありま

した。このストックへの過信、あるいは依

存症は危機感を薄め、日本の経済社会の改

革を妨げています。

この200年間で、アジアを変えた欧米発

の革命が2つありました。ひとつは産業革

命、もうひとつは情報革命です。この2つ

の革命によってもたらされた変化への対応

には、2つアプローチがあります。ひとつ

はストックでしのいでいくこと、もうひと

つは新しいシステムを作って対応していく

ことです。革命への対応の違いによってア

ジアの国々の運命の明暗は分かれました。

中国の失敗談を申し上げますが、それは

アヘン戦争後の対応です。15世紀末にヨー

ロッパ人は喜望峰を回り、インド、東南ア

ジア、中国、日本に到達できる航海ルート

を発見しました。それによってヨーロッパ

と東アジアとの東西貿易も直接かつ大規模

に行われるようになりました。中国から茶、

シルク、綿製品、陶器など中国産のさまざ

まな農産品と工業製品が大量にヨーロッパ

へ輸出されていきました。特に1684年に清

朝政府が海禁政策を緩和したことによっ

て、対ヨーロッパ輸出はさらに拡大してい

きました。この輸出ブームに支えられた18

世紀は、中国にとって黄金の世紀でした。

輸出代金としてヨーロッパから入った白銀

は、中国で1世紀にわたりインフレーショ

ンを引き起こしたほど大量でした。好景気

の中で中国の人口は18世紀中に著しく増加

し、18世紀末に初めて3億人を突破しまし

た。後世はこの空前の繁栄を「康乾之治」

（康熙帝から乾隆帝までの繁栄時期を指す）

と呼んでいます。その意味では、18世紀の

中国は大航海時代の一大受益者でした。

中国の好景気と対照的に、当時のイギリ

スをはじめとするヨーロッパの対中国貿易

は、莫大な経常赤字を計上することとなり

ました。銀の中国への大量流出はイギリス

に大変な財政危機をもたらしました。対中

国貿易の赤字構造を打開するためにイギリ

スが考え出したのは、インド植民地で阿片

（アヘン）を栽培し、中国に持ちこむとい

う方策でした。その結果、アヘン貿易は茶

の貿易を上回り、18世紀末にはイギリスと

中国の貿易構造が逆転しました。アヘン貿

易によって大量の白銀が中国からイギリス

へと逆流していきました。今度は中国が深

刻な財政難に陥り、社会は麻薬吸引者の増
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大で混乱の一途をたどっていきました。

危機感を抱いた中国政府は1837年、アヘ

ン貿易の全面禁止に乗り出しました。これ

に対してイギリス政府は、貿易保護と称し

て艦隊を派遣し、中国と一戦を交えました。

これがいわゆるアヘン戦争です。アヘン戦

争とは、イギリスが本国では禁止されてい

た貿易品目アヘンを、中国向けに輸出する

ために仕掛けた戦争でした。

産業革命によって国力を著しく増大させ

ていたイギリスの海軍力を前に、海軍をほ

とんど持たなかった中国は、まともな戦争

相手にさえなりませんでした。「巨象の中国、

世界帝国の中国、経済大国の中国」はあっ

という間にイギリスという新興工業国に敗

れました。1842年南京において中国は初め

て不平等条約にサインしました。南京条約

で中国は、香港をイギリスに割譲し、イギ

リスが要求する貿易条件を飲みました。

ポール・ケネディの『大国の興亡』によ

りますと、アヘン戦争が起きる前の1830年

に中国の世界の生産高に占めるシェアは

29.8％でした。しかも1684年に清朝政府が

海禁を緩和してから1840年のアヘン戦争ま

での1世紀半あまりの輸出ブームによって

巨大な富のストックを貯めました。そのス

トックは割合から見ると、多分今の日本の

それには劣りません。当時の中国は近代社

会への改革のすべての条件を揃えていまし

た。その条件とは改革の体力、富のストッ

ク、そしてアヘン戦争という警鐘でした。

しかし、アヘン戦争に負けた清朝政府は

お金を払えば済むと考えていました。また

中国の官僚や知識人は、これまで有効に働

いていた中国の既存の社会システムに対し

ても過信していました。1860年代から始

まった洋務運動は西洋の武器・弾薬・船舶

の国産化を図るものでしたが、農村を中心

とした既存の社会秩序を改革するものでは

ありませんでした。洋務運動の目的は、む

しろ既存の農業社会秩序を維持するための

体力づくりでした。

洋務運動という事実上軍事工業に偏った

近代化プロセスの限界が、19世紀末に起き

た日清戦争における中国の敗北によって、

証明されることとなりました。日清戦争後

の中国は最貧国のひとつに転落しました。

巨大な富のストックはアヘン戦争後の60年

の間に音も立てずに消えたのです。中国の

近代化を、富のストックがなくなった条件

の下でスタートせざるを得なかったこと

が、20世紀の中国の苦難をもたらしたと言

えましょう。

アヘン戦争は中国に対する警告だったの

です。日清戦争までには約60年という時間

が中国にありました。だからアヘン戦争は、

中国にとってはある意味でチャンスだった

のです。警告、ストック、時間のすべてが

与えられていました。にもかかわらず中国

の先人たちは、今日の日本人のようにス

トックを過信し、欧米発の産業経済社会が

もたらす変化に真剣に対応しませんでし

た。それによって、中国は大航海時代の受

益者から産業革命時代の被害者に転落しま

した。

私たちは日本の社会に対してきちんと警

鐘を鳴らさないといけません。バブルが崩

壊した後の日本を見てみると、「今の状態
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はバブルの処理とバブル時の政策が悪かっ

たことからもたらされた」とみんなが思い

込み対処しようとしています。情報革命に

対応できなかった面に、きちんと対応して

いないのです。情報経済に適した経済社会

システムへとつくり直す努力をしていない

わけです。その理由は、恐らくひとつはス

トックへの過信、もうひとつは既存の工業

経済社会システムへの過信でしょう。この

現象はアヘン戦争後の中国によく似ています。

情報革命への対応はアジア問題と関連して

います。情報社会と工業社会はどこが違うか

と言うと、一番の特徴は、工業社会は均一社

会なのです。均一であればあるほどいいので

す。これと対照的に、情報社会は多様化社会

です。多様性を持たない議論は不毛となるの

です。同じインフォメーションを持っている

人が議論しても情報生産にはなりません。情

報経済の勝者になるには多様化社会をどうつ

くるかという話に尽きるのです。日本人の中

でもいまだに「われわれはアジア人じゃない」

と言う人もいるのですが、私は批判しません。

他者のアイデンティティはどうであれ尊重し

なければなりません。ただし今は、情報経済

に適した多様性のある社会をどうつくってい

くかについて議論しなくてはいけない時期に

来ていると私は思っています。こうした議論

の中でアジアとのかかわりを見直すべきです。

谷口 今の周さんの最後の発言ですが、

多様性がないとネットワークの意味がない

ということには、榊原さん、同意されます

よね。

榊原 そうですね。そういう意味では、

アジアは世界の中で一番多様な地域です

ね。宗教あるいは民族、歴史、それらが非

常に多様なのです。多様だからアジアでは

ヨーロッパのような経済協調ができないと

いうのが通説なのですが、私は、この新し

い情報化社会、あるいはネットワーク社会

では、アジアの多様性をアジアの協調に

よってプラスに転ずることができると考え

ています。つまりヨーロッパとは違う形で

の協調関係をつくれるのではないか。そう

いう気がしますね。そのためには、あまり

にも日本という国自体が多様でなさ過ぎ

る。日本の組織は、多様なものを排除する

システムになっています。私は幸いなこと

に大蔵省からは排除されませんでしたが、

非常に危なかった。ですから、多様なもの

を排除する仕組みを、多様なものを受け入

れていくシステムに変えていかないといけ

ません。そのためには外国人を受け入れる

のが一番いいのです。そういうシステムに

していかないと、日本はこのネットワーク

型社会、情報化社会で生きていかれない。

さきほど言われたことに少し付け加えま

すと、90年代にわれわれがやったことは、

これはむしろマスコミが悪いのですが、バ

ブルのときの犯人捜しばかりでした。僕な

んかも犯人にされましたが、大蔵省が悪い

とか日銀が悪いとか、そういう話ばかり

だった。そういう部分は確かにありますが、

重要なのは犯人捜しではなく、なぜ新しい

環境変化に適応できなかったのかというこ

とです。その中には官僚の責任もあるし政

治家の責任もあるのですが、実は日本社会

全体が適応できていなかった。多様性とい

うことの意味を、本当に日本全体として分
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かっていないということですから、やはり

組織として、国として、制度として受け入

れるようなものをつくっていくことが必要

だし、それこそが実は新しい開国だと私は

思います。

谷口 私たちの議論は精神訓話みたいな、

こうしろああしろということを押し付ける

ようなものでは、もちろんありません。な

るべく具体的な方法論に落とし込んでいき

たいと思うわけです。今、企業に外国人を

もっと入れろという具体的な方法が出てき

ていますし、榊原さんは言われなかったの

ですが、国籍法を出生地主義にしろという

ことも考えられると思います。日本の国籍

法は、生まれた親が日本人なら日本人だし、

外国人なら外国人という血統主義ですけれ

ども、アメリカみたいに、日本で生まれた

人はみんな日本人にしなさいとすれば、在

日韓国朝鮮人65万人は明日から日本国民に

なります。

ところで、柳井さん。柳井さんは大変強

い個人でおられますので、南海の小島に放

り出されても多分独りで生きていけるのだ

と思いますが、やはり日本人の大多数は電

車の中で身をすくめながら行き帰りしてい

る定年間近のサラリーマンです。もう少し

柳井さんの考えを、われわれに応用可能な

形に落とし込んでいただけないでしょう

か。それとも、100万円と1億円に所得が分

かれるのを座して待って、破壊を待つしか

ないのでしょうか。

柳井 極論を言い過ぎたかもしれません

が、現実に問われている点はそこだという

ことを、理解することが第一だと思います。

さきほど中国の話が出たように、日本では

ストックがあるがために、そこのところが

体感として理解されていないということが

一番の問題だと思います。これからの生活

を本当に安定させ、特に若い人が今から本

当に自ら成長しようと思ったら、その覚悟

ができないといけないと思いますね。今私

たちが置かれている環境を考えれば、若い

人のほうが可能性があると僕は思っている

のですが、ほとんどの若い人たちはそうは

思っていない。悲観的な人が非常に多いの

です。やはり覚悟というか、そういったも

のができていないと思います。企業も同じ

ことで、いまだにストックで食っている。

収益で食っていないですよね。だから、や

はり収益を上げる。そして個人として成長

する。そういったことに価値観を転換しな

いと、日本の将来は見えないのではないか

と思います。

日本や日本人に将来に向けた

夢はあるのか

谷口 コールさん、少し教えていただき

たいのですが、ドイツ経済は今停滞してい

ます。ヨーロッパのネットワークの中で順

調に伸びるかと思ったのですが、なかなか

ドイツも既成の制度を変えることが難しい

らしい。日本と何か共通点はありますか。

コール 最近ドイツは日本よりひどいかも

しれない、という感じはします。ドイツも

非常にデフレが厳しくて、経済的な観点か

らは共通点があると思います。しかしドイ

ツでは、若い人、歳をとっている人にも
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しっかりとした夢があります。今の柳井さ

んの発言でも触れられていましたが、これ

は日本とは違うように思えます。この夢は

何かと言うと、例えば国を超える夢や政策

であり、ドイツはそれを積極的に実現させ

ようとしています。これは残念ながら日本

には全然ない。私は仕事でいろいろな国を

歩きますが、世界の中で夢がない国は日本

だけではないかという心配があるわけで

す。その夢をどうやってつくれるか。ドイ

ツは若い企業家でも歳をとっている企業家

でも、国を超える発想をします。ヨーロッ

パは世界のナンバーワンとなるために、例

えば映画はアメリカのハリウッドの映画だ

けは見たくない。そうであるならば、ヨー

ロッパにハリウッドをつくるか、フランス

やドイツの映画がスポンサードされるシス

テムを作らないといけない。こうした発想

は文化の面だけでなく、経済の面でも全く

同じなのです。日本でそういう意識は作れ

るかが私の関心です。これは私の個人的な

意見なのですが、日本も国を超える国家プ

ロジェクト、例えば、アジア・エアバスを

つくるのはどうか。エンジンは日本で作る。

翼は中国で作る。キャビンは韓国で作る。

一緒に仕事をすると自然と友人になり、信

頼感が高まっていく。ヨーロッパが70年代

にエアバスの企画を発表したときに、アメ

リカはすごく怒りました。これはボーイン

グ社の仕事だったからです。しかし、これ

はヨーロッパとアメリカが大人同士の外交

関係になるための大事なステップだったの

です。日本と米国の関係は非常に独特な、

少し言い過ぎると植民地的な関係でもある

わけですが、それを超えて建設的な夢を描

くためにも、日本のリーダーシップでアジ

アの国家プロジェクトをつくるべきだと思

うのですが。

谷口 アジアで何か、エアバスでも何で

もいいけれども、一緒に働いて一緒に汗を

流して一緒に夢を見る。こういうことが必

要というということですね。

コール 例えばドイツには、「自分たちが

世界環境の哲学的なリーダーだ」という意

識があるわけです。こうした意識があるか

ら、特に若い世代たちは政治的に無関心で

はなくて、環境規制やリサイクリングなど

で、政治に参加するわけです。ポスト産業

社会でドイツは世界のリーダーだという自

信があるのです。残念ながら日本の中には

こうした自信が全く見えない。

谷口 例えば中国の砂漠を緑にするとい

うプロジェクトなどを、日本もできそうな

気がします。ケナックさん、86年に日本に

おいでになったということですが、そうす

ると、アメリカがあまり調子が良くないと

きに日本に来られたということですね。柳

井さんなどから「ストックにあぐらをかい

ている限り、日本はなかなか危機感を持て

ない」という指摘が出ています。アメリカ

でも、大変なリストラが80年代の後半から

90年代前半にかけて進みました。あのとき

と比べて、今の日本の状況はどうなので

しょう。深刻度、危機意識と言いますか、

何か違いは見えますか。

ケナック いくつか共通点はあると思いま

す。ただ、当時アメリカは、構造改革をす

ると同時にデフレと闘う必要はありません
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でした。従って、その点は今の日本の状況

とは異なります。日本は構造改革をしなが

らデフレにも対処しなければいけないとい

う、世界でも稀に見る状況です。そういっ

た意味では、アメリカの80年代の後半から

90年代にかけての問題とは、ミクロレベル

での共通性はあっても、マクロでは共通性

はないと思います。

当時アメリカは、世界市場においても、

またいくつかの国内の基幹産業において

も、市場シェアを失いつつあるということ

を大変真剣に受け止め、対応しようとしま

した。いくつかの企業が競争の結果、特に

日本企業との競争により、深刻な危機を迎

えました。アメリカの国民の多くが大きな

不安を抱くようになりました。もちろん産

業によっても個別企業によっても異なりま

すが、多くの会社では大々的なリストラを

その期間に経験しました。しかし、そのと

きのアメリカには、日本には存在しないメ

カニズムがあったのです。例えば、アメリ

カの場合には業績の上がらない会社は、よ

り強い会社による買収の標的となります。

その影響を考えてみてください。競合他社

に買収されるかもしれないとなれば、より

業績を健全化すべく努力して、買収を防ご

うとするでしょう。失敗して買収されれば、

相手がリストラであなたの会社の経営効率

を上げ、経営基盤を健全化させ、難しい道

のりを歩ませるでしょう。日本がアメリカ

と根本的に違うところは、企業のコント

ロールが及ぶ市場が存在しないことだと思

います。すなわち日本はそうした市場の規

律が存在しないのです。

ただ、私は日本がアメリカのようになる

べきだと言っているわけではありません。

それぞれの状況に即した形で対応しなけれ

ばならないからです。しかし榊原先生が

おっしゃったように、パラダイムシフトの

時代には、例えば企業買収といった非常に

急進的なツールを持っている市場のほうが

調整は早いでしょう。その過程ではもちろ

ん別の課題が生まれ、対処されなければな

りませんが、経済問題の解決のペースは

違ってくるはずです。

谷口 会社の支配権をめぐる熾烈な競争が

日本にはない。企業経営をドラスティック

に変えるインセンティブがないのだという

お話でした。そういうものが必要で、そし

て日本が変わっていく方向というのは、こ

れまでのお話でだいたい見えてきたように

思います。中国に話を絞りましょう。よく

中国について、日本でも中国でもこの頃言

われるのは、ウィン・ウィンという言葉で

すね。お互いが競争して共に伸びていくこ

とができるというシナリオです。これにつ

いて、本当にできるのかということをお3

方からお話しいただきたいのですが。まず

加藤さん、それから周さん、そしてユニク

ロを上海にも展開されている柳井さん、こ

の順番で短くコメントをいただけますか。

日本とアジア、ウィン・ウィンの

関係は作れるか

加藤 できるかどうかはともかくとして、

日本はこれだけのチャレンジを受けている

のですから、そちらの方向に日本の仕組み
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を変えていく努力をしないと、将来は開け

てこないだろうと思います。危機、クライ

シスではあるがオポチュニティでもある。

このオポチュニティという側面を、日本は

もっと意識したほうがいいのではないかと

思います。

周 先ほどネットワークの話が出たので

すが、産業問題をこれまで研究してきた者

の視点から見ると、現在、世界の産業集積

は組み替えられている最中なのです。今ま

での産業集積は、ある国あるいはある地域

にフルセットの産業集積をつくるというも

ので、それを守っていたのは国民経済とい

う壁でした。フルセット型産業集積にいろ

いろな不合理性があっても国民経済という

壁が守ってくれる。もちろんそれと引き換

えにフルセット型産業集積は国民経済を支

える。つまり国民経済とフルセット型産業

集積とは相互依存してきたのです。

しかし、この相互依存関係は情報革命に

よって崩壊してしまったのです。産業技術

体系の変革によって、どこでも誰でも工業

生産活動を展開できるようになった今、製

造業の競争力のカギは、徹底的な効率追求

にあると言えます。世界大競争の中で、効

率こそが、今日工業企業生存の最大のファ

クターとなりました。効率を追求するため、

企業は、国民経済の壁に閉じ込まれたフル

セット型産業集積の不合理性を乗越えなけ

ればならない。企業は、世界最適調達を目

的にグローバルサプライチェーンを構築す

ることに、あるいはグローバルサプライ

チェーンに組み込まれることに、活路を求

めざるをえなくなったのです。

その意味では、情報革命に引き起こされ

た産業技術体系の変革は現在、フルセット

型産業集積を解体し、国民経済そのものを

変貌させています。

グローバルサプライチェーンというビジネ

ス・モデルが普遍的になった今、昔のフル

セット型の産業集積はどんどん崩壊していま

す。グローバルサプライチェーンに対応する

形で新しい産業集積が世界のあちこちにいろ

いろな形態で出てきたのです。例えばアメリ

カのシリコンバレー、台湾の新竹、インドの

バンガロール、中国では上海を中心とする長

江デルタ、香港・広州を中心とする珠江デル

タなど多種多様な産業集積が、新たに作られ

たグローバルサプライチェーン型産業集積で

あると言えるでしょう。

これらの新型産業集積は昔のフルセット

の産業と違い、工程間の世界分業を基本と

するネットワーク型です。恐らくこれから

成功する企業は、こうしたグローバルサプ

ライチェーンに組み込まれていくか、ある

いは自分が構築するかという努力をする企

業に限られます。そういう努力をしない企

業は失敗するでしょう。つまりグローバル

サプライチェーンというネットワークに対

応できるかどうかということは、恐らく21

世紀の企業の生死にかかわる話なのです。

その中で日本と中国の間には新しい産業像

あるいは産業協力像、企業協力像が出てく

ると思います。

谷口 つまり、上流から下流までという

工程があるとして、それが10にも20にも分

かれて、ある部分は大連に行き、ある部分

は上海に行き、またある部分はインドに行
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くと。それがこれからの姿だと。

周 そうですね。もう既にそういうふう

になっています。中国はそれにうまく適応

したことで伸びたのだと私は思います。現

在、中国では大規模な産業集積が形成され

つつあります。

また、もうひとつ申し上げたいのは産業

集積地の流動化です。産業革命以降、「世

界の工場」の場所がどんどん変わっている

のです。つまり世界規模の産業集積が次々

と場所を移しています。フルセット産業集

積と国民経済の時代、産業集積地の変化は

オセロゲームによく似ていました。つまり

新しい産業集積地の出現によって既存の産

業集積地は崩壊してしまった。オセロゲー

ムのように、こちらが黒になるとあちらが

白になってしまうのです。しかし今回の新

興産業集積地の台頭は昔と違っていまし

て、フルセットで変わっていくのではなく

て、世界的に新型産業集積のネットワーク

を構築していく。ウィン・ウィンゲームに

なる可能性があります。

谷口 だから必然的にネットワークにな

るし、お互いにウィン・ウィンじゃないと

あり得ないということですね。

周 ウィン・ウィンの上で成り立ってい

るビジネス・モデルがもたらしたのが、新

しい産業集積の台頭なのです。

谷口 そうすると、工程間分業のパイオ

ニアとも言えるユニクロの経験を、柳井さ

んに少し話していただきたいのですが。

柳井 ユニクロと言うよりも繊維の経験

ですけれど、昔、日本は繊維の輸出大国

だったのです。ワンダラー・ブラウスと

言って、1ドル・ブラウスを米国に大量に

輸出していた国です。日本は昔、繊維を自

分で作っていた。その後、最初にわれわれ

が輸入したのは韓国製や台湾製です。その

次は香港製、それから中国製。そういうふ

うに、やはり産地というのは変わっていく

ということです。

僕は、その意味では今はいい世の中なの

ではないかと思います。インターネットは

完全に時代を象徴している、だから時間も

距離も何もない。個人でも企業でも国でも、

そこに最も早く気がついて行動した人間が

勝ちという、そういう社会だと思うのです。

だから、そういった現実に対して、いかに

早く行動するかということです。何もない

中国は、自分の資源をものすごく生かして

いると思うのです。日本は反対に悲観論ば

かりで、有利な点はたくさんあるのに生か

していないという非常に不思議な状況です。

でも悲観論で閉じていたら、ウィン・ウィ

ンどころではなく滅ぶと私は思うのです。

周 ここで注意しなければならないのは、

今日の産業集積の変化に、怠慢に対応して

いくと、またオセロ効果が起きる可能性が

あるということです。

谷口 つまり安斎さん、どうアジアに向

き合うか、なんていう議論をしている場合

ではなくて、もう既に起きている現実にど

う適応するかということですね。

安斎 まったくその通りで、非常に貴重

な意見が揃ったように思えます。ただ、何

も怖がる必要はないのです。さきほども

言ったように、まず変え始めようと言うか、

身近なところから一人ひとりが自立してい
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く、世界の中で自立していくという文化を

築くということです。

ところが、これは私の友人の本に書いて

あるのですが、日本全部、企業も家族のも、

みんなパラサイトなのです。企業も「政府

が何かしてくれる、日銀が何かしてくれる」

と。それを待っていてはいけないのです。

柳井さんもおっしゃっていましたが、自分

は自立して生きていくのだという覚悟を固

めなければならないし、そのために何をす

べきかということを個人や企業が考え、実

際に行動する。今はもうその段階です。そ

うすればおのずから、ケナックさんが言っ

たようなことが象徴的ではなくて本物に

なってくるのだと思うのです。しかし、私

もケナックさんと同じように、日本はかな

り変わりつつあると思います。企業にそう

いう動きが出てきていますし、私もそれを

感じています。

谷口 時間厳守の模範的なパネリストの

方々ばかりで、大変充実したディスカッ

ションを進めることができています。残り

5分なのですが、会場から質問を受け付け

たいと思います。

――東京大学の院生ですが、ケナックさ

んに2つ質問があります。先にストック・

オプションの話をされました。韓国もご担

当の地域と伺っていますが、韓国では一般

にストック・オプション制は導入されてい

るのでしょうか。もし導入されているなら、

どういった効果が出ていますか。2番目の

質問は、ストック・オプションはアメリカ

においてどのようにコーポレート・ガバナ

ンスにプラスの効果をもたらしたでしょう

か。あるいはマイナスの効果をもたらした

か、ということの評価を得たいと思います。

谷口 ストック・オプションも、パ

フォーマンスに合わせた強い個人を褒賞す

るという意味では今回の議論に沿っている

中身だと思います。少しコメントいただけ

れば。

ケナック 韓国におけるストック・オプ

ション制度の効果については、申し訳あり

ませんが今すぐお答えができません。これ

については調べてみたいと思います。2番目

のご質問ならお答えできると思います。会

社でストック・オプションを採用している

場合に、どういった特徴があるのか手短に

説明しましょう。ストック・オプションは、

それを得た、つまり権利を得ただけでは何

もお金にはなりません。それは今日の株価

で買うことのできる権利にすぎません。誰

でも今日なら今日の株価を買うことができ

ます。しかし、数年の間に株価が上がり、

そのときに昔の時価で買うことができれば、

利益を得ることができます。従ってストッ

ク・オプションを与えれば、企業の収益を

上げる動機付けができ、上がった分の利益

をみんなで分け合うことができます。

これがコーポレート・ガバナンスにどう

関係するかということですが、いくつかの

会社の場合、あまりにも多くの株をストッ

ク・オプションとして経営陣に与えたため、

株主の持ち分が希薄化してしまったのです。

ストック・オプションにおいて重要なのは、

株主の利益にかなうように経営者はこれを

運営するということです。経営者や社員に

与えるストック・オプションを合理的な範
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囲に制限することが大切でしょう。

谷口 ちょうど時間となりました。今日

は、私どもが設定した「アジアの変化に日

本はどう向かい合うべきか」という静かに

構えたようなタイトルが、見事にディス

カッションの中で裏切られたというか、覆

されて、現実はそうではないのだと。既に

進んでいる経済の結びつき、その他に早く

日本は追いつかなければならない。追いつ

くためにはいろいろな壁もあるでしょうけ

ど、何よりもまず意識を変えるということ

が、ひとつの合意になったような気がしま

す。それだけを聞けば難しそうですが、具

体的には、例えば私たちの会社の中に外国

人を入れるとか、東京を外国人にとって

もっと住みやすい街にするとか、いくらで

も今から始められることはあるので、そう

いうものから始めて、願わくば柳井さんが

描かれたようなグルーミーな未来ではな

い、もう少し明るい未来に踏み出していく

ように、アジアの力を使いながら私たちで

変わっていこう。少し無理にまとめてしま

いましたが、恐らくこういうメッセージが

結論になろうかと思います。

今日は、本当に経験、知見ともに豊富な

パネリストの方7人にお集まりいただきまし

て、充実した議論を進めることができまし

た。本当にどうもありがとうございました。
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